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TC耐震貯水槽〔二次製品耐震性貯水槽〕

1.施工の単純化と迅速性
プレキャストコンクリート製品の部材は全部水平継手で成り立
っております。接合面は凹凸構造でブチルゴム接着のため組立
が簡単で、少数の作業員で高度の施工性を発揮できます。

2.工期の短縮と安全性
矢板土留や仮枠工事が一切不要で、そのための保安設備や余
掘り等の問題が生じないため等工事のスピード化と安全性が
高められます。従って隣接した家屋間の空地、水位の高い場所
も可能です。

3.止水の効果
（1）躯体部の継手は水平に継手ブチルゴム接着を特殊な接合

面をもって行います。また、内面にはシール防水を施しま
す。

（2）躯体部と底版は側壁全周囲の腰掛状の縁で（一次止水）を
し、尚、周囲の隙間にシール剤を打ち込み（二次止水）更に
防水モルタル（ 三次止水）を埋め込み止水効果は万全です。

●特長

4.地盤沈下の安全性
水位の高い地域ではポンプアップをせずに潜函して下げて行き
ます。水中コンクリート打設後に溜まった水だけを排水しますの
で20～30m3程度で周囲の土地、建物に影響を与えません。

5.不等沈下防止
軟弱地盤の地域には躯体のP.C鋼棒を利用してH型鋼をセット
して基準の高さにセットされるよう工夫されております。

6.容量の種類
20m3、30m3、50m3も側壁の組合せに依って簡単に組み合
すことができます。

7.耐震効果
各ブロックはP.C鋼棒で締付けられ、継手は弾性ゴムが使用さ
れ、耐震設計によって工場製作されており、地震に対して充分耐
えられます。

TCⅠ-40型（兼用）、TC-60型は、一般財団法人日本消防設備安全センターよって
認定された製品で、TCⅠ-40型はⅠ型（空地用）Ⅱ型（道路用）と、TC-60型Ⅱ型（道路
用）がございます。施工は現地施工地点において縦組、潜函工法によって施工が簡
単で且つ、安全、確実に困難な現場条件に対応し得る製品であります。
土被りについては
Ⅰ型（空地用）は、0.00～1.25m
Ⅱ型（道路用）は、0.00～1.50m です。

製品組立図

ステップ（オプション）

梯子（オプション）

無収縮モルタル充填

無収縮モルタル充填

防水モルタル充填

PCナット・ワッシャー
アンカープレート

PCナット・ワッシャー
アンカープレート

ナット・ワッシャー

PC鋼棒

ブチルゴム

ブチルゴム

吸菅投入孔

マンホール蓋

頂　版

底版・集水ピット

ボルト M12

ボルト

プレーンゴム
角座金・ナット

ドーナツスポンジ
ブチルゴム

ブチルゴム

側壁（1）

側壁（2）

側壁（4）

ブチルゴム

側壁（3）

ブチルゴム

PCナット・ワッシャー
アンカープレート

無収縮モルタル充填

※バックアップ材、シーリング材は省略してあります。

側壁（1）

頂版

側壁（2）

側壁（3）

側壁（4）
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※集水ピットはH500製品も製作可能です。 ※集水ピットはH500製品も製作可能です。
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※集水ピットはH500製品も製作可能です。 ※集水ピットはH500製品も製作可能です。
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施工上の注意 施工手順 参考工事写真

1.準備
貯水槽と埋設する位置決めを行って、据付部分の地盤を
ならします。（一次掘削）
掘削面積は5.480m×3.080m≒16.9m2ですが、余
掘は縦横それぞれ150～200mm余分に掘削します。
地盤はおおむね水平であればよく、据付角部4点を正確
に示してください。

2.吊りおろし
製品の吊りおろしには一般的にクレーン車を使用し、製
品重量が最高約12tであるので、作業を安全に行う為、
3.5倍の重量の45t以上の能力をもつ機種を選定して
ください。

3.据え付け
製品を仮置きして、位置の確認を行い誤差がある場合は、
位置微調整を行って正確を期してください。水平度はお
おむね保持できていればよく上端面は清掃してください。

4.継手
継手工は据え付けの一部ですが、各単体を潜函として組
立てるため重要な作業で、その良否が施工全体の要と
なります。
(1)ブロックの溝部分にブチルゴムを入れ、外側に別のブ
チルゴムを敷きます。

(2)上ブロックを位置ずれのないように重ねます。

5.緊張
側壁ブロック据付け完了後、四隅の所定の場所にP.C鋼
棒を差込み専用器具を用いて緊張し、各ブロックを一体
化させます。

6.掘削
バックホウ又はクラム・シェルバケットで内部を削掘し製
品を潜函させます。水平度は左右にわたってチェックし
ながら続行します。湧水には水中ポンプは使用せず、そ
のまま掘削し底部は水中コンクリートを打設します。

7.底版の設置
潜函が正しい位置に達したならば底部の地業、止水処置
を行います。
①地業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
底部に砕石を敷き均し、上層にクッション用の砂を敷
き均します。

②集水ピットを取り付けた底版を静かに側壁4の定位置
に置き、緊結金具で固定します。

③底版の周囲の隙間にプライマーを塗布し、シール剤(2
液性）を充填します。

④シール剤が硬化後、底版周辺に防水モルタルを打設し
コテ仕上げをします。

8.防水及び止水
側面の継手の目地部分にプライマーを塗布し、シール剤
(1液性）を打ち込み、ヘラで平らに仕上げます。

9.仕上げ
底部及び側面の止水の点検、昇降用の梯子の取付け及
び上部蓋の設置をもって作業終了になります。

●施工上の注意

側壁1

14 埋戻・整地

13 内部コーキング
⇩

❼ 潜　函

❻ 緊　張
⇩

12 頂版設置
⇩

❺ 組立（側壁2、側壁1）
⇩

11 底版設置
⇩

❹ 潜　函
⇩

10 底部地業
⇩

❸ 据付（側壁4、側壁3）
⇩

❾ 水中コンクリート打設・ポンプアップ

⇩

❷ 余　堀
⇩

❽ H型鋼設置
⇩

1.側壁4据付け

2.側壁3据付け

3.潜函

4.側壁2,1組立て

5.水中コンクリート打設

6.底版設置

7.底版設置

8.頂版設置

❶ 遣方・墨出
⇩

側壁2

側壁4

側壁4

側壁3

側壁3

側壁3

側壁2

側壁1

側壁1

側壁1

頂版

底版
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施工上の注意 施工手順 参考工事写真

1.準備
貯水槽と埋設する位置決めを行って、据付部分の地盤を
ならします。（一次掘削）
掘削面積は5.480m×3.080m≒16.9m2ですが、余
掘は縦横それぞれ150～200mm余分に掘削します。
地盤はおおむね水平であればよく、据付角部4点を正確
に示してください。

2.吊りおろし
製品の吊りおろしには一般的にクレーン車を使用し、製
品重量が最高約12tであるので、作業を安全に行う為、
3.5倍の重量の45t以上の能力をもつ機種を選定して
ください。

3.据え付け
製品を仮置きして、位置の確認を行い誤差がある場合は、
位置微調整を行って正確を期してください。水平度はお
おむね保持できていればよく上端面は清掃してください。

4.継手
継手工は据え付けの一部ですが、各単体を潜函として組
立てるため重要な作業で、その良否が施工全体の要と
なります。
(1)ブロックの溝部分にブチルゴムを入れ、外側に別のブ
チルゴムを敷きます。

(2)上ブロックを位置ずれのないように重ねます。

5.緊張
側壁ブロック据付け完了後、四隅の所定の場所にP.C鋼
棒を差込み専用器具を用いて緊張し、各ブロックを一体
化させます。

6.掘削
バックホウ又はクラム・シェルバケットで内部を削掘し製
品を潜函させます。水平度は左右にわたってチェックし
ながら続行します。湧水には水中ポンプは使用せず、そ
のまま掘削し底部は水中コンクリートを打設します。

7.底版の設置
潜函が正しい位置に達したならば底部の地業、止水処置
を行います。
①地業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
底部に砕石を敷き均し、上層にクッション用の砂を敷
き均します。

②集水ピットを取り付けた底版を静かに側壁4の定位置
に置き、緊結金具で固定します。

③底版の周囲の隙間にプライマーを塗布し、シール剤(2
液性）を充填します。

④シール剤が硬化後、底版周辺に防水モルタルを打設し
コテ仕上げをします。

8.防水及び止水
側面の継手の目地部分にプライマーを塗布し、シール剤
(1液性）を打ち込み、ヘラで平らに仕上げます。

9.仕上げ
底部及び側面の止水の点検、昇降用の梯子の取付け及
び上部蓋の設置をもって作業終了になります。

●施工上の注意

側壁1

14 埋戻・整地

13 内部コーキング
⇩

❼ 潜　函

❻ 緊　張
⇩

12 頂版設置
⇩

❺ 組立（側壁2、側壁1）
⇩

11 底版設置
⇩

❹ 潜　函
⇩

10 底部地業
⇩

❸ 据付（側壁4、側壁3）
⇩

❾ 水中コンクリート打設・ポンプアップ

⇩

❷ 余　堀
⇩

❽ H型鋼設置
⇩

1.側壁4据付け

2.側壁3据付け

3.潜函

4.側壁2,1組立て

5.水中コンクリート打設

6.底版設置

7.底版設置

8.頂版設置

❶ 遣方・墨出
⇩

側壁2

側壁4

側壁4

側壁3

側壁3

側壁3

側壁2

側壁1

側壁1

側壁1

頂版

底版




